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大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ

ば
、17
年
度
の
本
学
学
生
の

就
職・進
路
決
定
率
は
97・3

％
で
あ
り
、同
年
度
の
卒
業
生

の
87・9
％
が
内
定
先
に
満
足

し
て
い
る
と
い
う
好
結
果
と
な

っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、そ
の
よ

う
な
状
況
下
で
も
、就
職
後

の
比
較
的
早
期
に
離
職
す
る

卒
業
生
が
存
在
す
る
こ
と
も

事
実
で
す
。

早
期
離
職
者
へ
の
支
援

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
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 〈連絡先変更のお届けなど〉

校友会が卒業生の就職支援

龍谷大学校友会
「佐賀県支部」設立

　９月８日、佐賀市願正寺にて龍谷大学校友会佐賀県支部設立総会を開
催しました。九州には既に佐賀、長崎以外の県に支部が設立されており、こ
の度９名の発起人を中心に支部設立の準備を進めてきました。
　プレイベントとして９月２日に龍谷大学吹奏楽部の佐賀公演を開催。総
会当日は30人の卒業生が集まり、支部長に後藤明信さん（81年文院了）が
就任し、正式に支部発足となりました。総会後の祝賀会は、サガン鳥栖のス
ポーツバーで和やかな時間を過ごすことができました。
　佐賀県内にお住まいの卒業生のみなさん、ぜひ一度佐賀県支部の活
動にご参加ください。

（佐賀県支部連絡先：佐賀龍谷学園内　熊谷法明　0952－24－2645）

秋期特別展
「水木しげる 魂の漫画展」

　国民的漫画家・水木しげるさん(1922-2015年)は戦争で片腕を失いながらも、93年間の生涯を現
役で在り続けました。
　本展では、『ゲゲゲの鬼太郎』など主な作品の生原稿や原画、スケッチのほか、愛用の道具、本人
所蔵コレクション品、 立体作品、関連映像などを含めた約300点を8章に分けて紹介し、水木さんの
多才な画業に迫ります。会期中には記念講演会やワークショップなど多様なイベントも開かれます。

シリーズ展3「仏教の思想と文化 ─インドから日本へ─」  
2019年1月9日（水）～2月11日（月・祝） 2月16日（土）～3月24日（日）

次回予告

※詳細は龍谷ミュージアムHPでご確認ください

龍谷ミュージアム
無料ご優待券
期日：2019年3月24日（日）まで

（お一人様１回限り、
同伴者1名含め
無料でご入館いただけます） 切り取ってご使用ください
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よ
う
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受
け
て
、

06
年
度
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ソ
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現・オ
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ロ
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務
提
携
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、卒
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し
て
き
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し
た
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ラ

ザ
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エ
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ィ
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タ
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９
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と
い
う
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場
所
に

あ
り
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年
１
０
０
名
以
上
の

卒
業
生
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

概
ね
30
歳
ま
で
の
卒
業
生
に

多
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、近
年

で
は
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用
者
の
就
職
率
が
80

％
を
超
え
て
い
ま
す
。支
援
が
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い
ま
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キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
か
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申
し
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あ
り
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友
会
で
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度
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ら
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し
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行

う
こ
と
に
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り
ま
し
た
。

　

ま
た
、校
友
会
で
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の
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に
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友
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携
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就
職
支
援
を
契
機
と
し

て
、卒
業
生
が
校
友
会
の
存

在
意
義
を
再
認
識
し
、校
友

と
し
て
の
自
覚
を
高
め
て
い

く
こ
と
は
、校
友
会
活
動
の

今
後
の
充
実
に
も
大
き
く
資

す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

〈 龍谷大学卒業生支援センターでの主な取組 〉
❶キャリアアドバイザー有資格者の専任カウンセラーによる個別相談
❷入社後に必要となるOA機器操作（Excel・Word・PowerPoint・Access）

のスキルアップ研修の実施
❸「自己分析・長所発見」、「ビジネス基礎マナー」、「模擬面接」、「職種別

研修」、「社会人基礎力」、「潜在能力を発揮する」等のセミナーの実施
❹龍谷大学卒業生の採用に積極的な企業を招いた合同企業説明会・選考会

の開催
❺龍谷大学卒業生就職支援サイト（http://www.ryukoku-alumni-cs.org/）の
　設置

◆会　　期：2018年9月22日(土)～11月25日(日)
　　　　　　休館日＝月曜日〈祝日の場合は翌日〉
◆開館時間：10:00～17:00(入館は16:30まで)
◆入 館 料：一般1,200(1,000)円、高大生800(600)円、
　　　　　　小中生400(300)円
　　　　　　(　)内は前売り、20人以上の団体料金
◆主　　催：龍谷大学 龍谷ミュージアム、
　　　　　　産経新聞社、京都新聞
◆特別協力：浄土真宗本願寺派、本山 本願寺
◆企画協力：水木プロダクション
◆制作協力：NHKプロモーション、NHKプラネット近畿
◆問い合わせ：龍谷大学 龍谷ミュージアム 
　　　　  T E L：075-351-2500　FAX：075-351-2577
                      http：//museum.ryukoku.ac.jp/ 「妖怪たちの棲む森」1979 年

Ⓒ水木プロダクション
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候
補

者
推
薦
委
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会
で
推
薦
さ
れ
、

　

1
日
目
は
熊
本
ホ
テ
ル

キ
ャ
ッ
ス
ル
に
て「
心
の
講

座
」と「
卒
業
生（
校
友
）交

流
会
」を
開
催
。

　

第
1
部
は
、熊
本
県
出
身

の
書
家
武
田
双
鳳
先
生（
99

年
法
卒
）に
よ
る「
龍
谷
大
学

心
の
講
座
in
熊
本
」。

　

ひ
ら
が
な
の
ル
ー
ツ
を
知
る

こ
と
で
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
る
と
の
お
話
に
、文
字
の
見

方
が
変
わ
り
ま
す
。武
田
先

生
の
道
場
そ
の
ま
ま
に「
紐
ト

レ
」や「
紐
文
字
作
り
」に
参

加
者
は
夢
中
。ま
さ
に
、テ
ー
マ

の「
書
で
遊
び
、癒
や
さ
れ
、心

を
ほ
ど
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
」。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

第
２
部
の「
卒
業
生（
校

友
）交
流
会
」の
お
楽
し
み
は
、

九
州
６
支

部
が
持
ち

寄
っ
た
選

り
す
ぐ
り

の
銘
菓
・

銘
酒
。
有

名
な
お
菓

子
や
焼
酎

や
日
本
酒

を
思
う
存

分
い
た
だ

け
る
こ
の

企
画
と
、

合同企業説明会

龍谷大学
大阪梅田キャンパス
〒530-0001
大阪市北区梅田2-2-2
ヒルトンプラザウエスト
オフィスタワー14階
卒業生支援センターは9階
お問い合わせ先：
☎︎ 06-6344-0218

大丸
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6
月
7
日
開
催
の
校
友
会
理

事
会
に
お
い
て
前
学
長
の

赤あ
か
ま
つ松

徹て
っ
し
ん眞

氏
が
校
友
会
長
に
選

出
さ
れ
た
。任
期
は
、18
年
6
月

8
日
か
ら
19
年
3
月
31
日
ま
で
。

熊
本
の

お
い
し

い
料
理

を
堪
能

し
な
が

ら
の
テ

ー
ブ
ル

対
抗
ク

イ
ズ
は

大
い
に

盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、熊
本
テ
ル
サ

ホ
ー
ル
に
て
龍
谷
大
学
吹
奏

楽
部
と
熊
本
県
益
城
町
立
益

城
中
学
校
の
合
同
演
奏
会
を

開
催
。16
年
の
熊
本
地
震
後

も
プ
レ
ハ
ブ
で
練
習
を
続
け
る

益
城
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、

全
国
レ
ベ
ル
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
２

連
覇
を
達
成
、龍
谷
大
学
吹

奏
楽
部
の
創
部
50
周
年
記
念

と
併
せ
て
、校
友
会
は
こ
の
演

奏
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

両
校
の
聴
き
ご
た
え
の
あ

る
素
晴
ら
し
い
演
奏
。そ
し

て
最
後
の
曲
は「
く
ま
も
と

サ
プ
ラ
イ
ズ
」。本
当
の
サ
プ

ラ
イ
ズ
は
、く
ま
モ
ン
の
飛

び
入
り
参
加
！
会
場
は
大
盛

況
。く
ま
モ
ン
と
一
緒
に
踊

り
、会
場
が
一
つ
に
な
り
ま

し
た
。

新
会
長
に
赤
松
徹
眞
氏

全国校友大会 in熊本
―8月31日・9月1日に開催―

©2010熊本県くまモン
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兵庫県・姫路支部設立10周年記念事業 合同演奏会岡山県支部設立15周年記念事業 瀬戸内クルーズ

広島県支部設立30周年記念事業 心の講座 in 広島 大阪・中央支部設立15周年記念事業

鹿児島県支部設立35周年記念事業 山口県支部設立30周年記念事業

　3 月 24 日、龍谷大学吹奏楽部と地元中学・高校吹奏楽部の参加を得て、支部設立
10 周年記念事業合同演奏会を開催しました。
　準備当初は多くの課題を抱えながらのスタートでしたが、支部役員・会員らの尽力
と、偶然にも出演中学吹奏楽部の指導者や、
会場の現場責任者が龍大 OB であったことな
ども幸いし、当日は 1,300 名を超える方々に
ご来場頂き盛会裏に終えることができました。
　多くの困難もありましたが、演奏会を通じ
新たな校友と地元のご縁を頂くことができた
ことがなによりの成果となりました。

(支部長　岸口 実）

　7 月 21 日、03 年に発足して15 周年を迎えた
岡山県支部では、備前地区の会員の方のご尽力に
より、記念事業として瀬戸内クルーズ記念総会・
交流会を行いました。
　瀬戸内海のなかでも多島美が美しい日生諸島を
赤穂沖にかけてクルーズし、頭

かしらじま

島では、龍大卒業
の吉本所属「ヘッドライト」のお二人（和田友徳
さんと町田星児さん）の司会で総会を行いました。
大学や校友会本部から母校の近況報告を聞き、総
会後には司会のお二人の息の合った漫才で多いに
盛り上がりました。　　　（支部長　土居  一晴）

　6 月 9 日、支部設立 30 周年「心の講座 in 広島」を本願寺広島別院の共命ホールに
て行いました。講師として仁和寺第 50 世門跡・真言宗御室派管長の立部祐道猊下を
お迎えし、「仁和寺の法師～徒然なるままに～」の講題で講演していただきました。
　仁和寺に縁がある卜部（吉田）兼好の『徒
然草』にある珠玉の言葉にふれられながら「人
の生き方在り方」について穏やかで、ユーモ
アある口調で語られ、時にはホールいっぱい
の聴衆の皆さん方からの笑い声が聞こえまし
た。和やかな雰囲気で 30 周年を祝う事がで
きました。これを機に県支部をさらに発展さ
せようと支部会員決意を新たにしました。

（支部長　神鳥 誠）

　5 月 26 日、大阪・中央支部設立 15 周年総
会を大阪の北御堂にて開催いたしました。
　現役学生や卒業生も関わって頂く「バラエテ
ィ形式」での総会イベントを企画し、母校 OB
の朝日放送中邨雄二アナウンサー、吉本興業の
漫才師ヘッドライトのお二人、現役のバトン・
チア SPIRITS のメンバーとジャズ研究会等々の
ご参加を頂きました。会場内には、食事とお酒
等を楽しんで頂く飲食コーナーを設けました。
　参加者や協力者の皆様方による寄付で、各景
品を抽選にてお持ち帰り頂き、盛会のうちに幕
を閉じました。　　　　 （支部長　岩本 泰典）

　9 月 1 日、鹿児島県支部は 35 周年記念事業を西
本願寺鹿児島別院にて開催しました。第１部は龍谷
大学社会学部の李相哲先生をご講師に、「どうなる
朝鮮半島」というテーマでお話いただきました。ご
存知の通り、朝鮮半島問題のコメンテーターとしてテ
レビでも引っ張りだこの李先生のお話を直に聴けると
いう待ちに待った講演会に参加者は大満足。その後、
龍谷大学吹奏楽部の演奏会を同じく鹿児島別院で開
催。卒業生にとって母校の誇りを感じる堂々たる演
奏に感動。一般の方々にも龍谷大学を心に刻んでい
ただく35 周年事業となりました。         （藤枝 泰了）

　7 月 7 日は、西日本豪雨の水害による被害
が生じ、この行事に欠席せざるを得ない方々
が多数おられた中でありましたが、公開講座
として 460 名の参加をいただきました。
　記念講演では、五木寛之先生が龍谷大学で
学ばれていた当時のことを振り返りながら、
文字を読む以上に、直接話を聞いて学ぶこと
の面白さと大切さについて語られ、そこから
浄土真宗のお聴聞という姿勢は仏教の原点で
はないだろうかというお話はたいへん印象的
でありました。　　　　    （理事　久保 史生）
　

　

9
月
1
日
、
ホ
テ
ル
熊
本

テ
ル
サ
で
行
わ
れ
た
全
国
支

部
長
会
に
は
、
国
内
外
43
支

部
か
ら
80
名
が
参
加
。
赤
松

徹
眞
会
長
か
ら
、
各
地
で
発

生
し
た
地
震
や
豪
雨
の
お
見

舞
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が
述
べ
ら
れ
、
卒
業
生
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支
え
合
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ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
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校
友
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は
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出
逢
え

る
場
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し
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い
き
た
い
と
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さ
れ
ま
し
た
。
入
澤
崇
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長

か
ら
大
学
の
取
り
組
み
に
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い
て
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上
英
之
総
務
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長
か
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は
大
学
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現
状
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創
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3
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周
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た
だ
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ま
し
た
。

　

第
二
部
の
グ
ル
ー
プ
討
議

で
は
白
熱
し
た
議
論
が
あ

り
、
校
友
会
活
動
に
対
し
て

積
極
的
な
ご
提
案
や
ご
意
見

第33回 全国支部長会

校
友
短
信

第
18
回 

校
友
会
賞
贈
呈

５
月
21
日
、
創
立
記
念
・
親
鸞
聖
人
降
誕
会
の
日
に
龍
谷
大
学
校
友
会
賞
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
海
外
で
も
活
躍
し
た
２
団
体
・
１
個
人
に
校
友
会
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

授
賞
し
た
団
体
は
、
学
友
会
体
育
局
の
バ
ト
ン
・
チ
ア
S
P
I
R
I
T
S
バ
ト
ン

チ
ー
ム
と
柔
道
部
、
個
人
は
男
子
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
の
田
畑
貴
大
さ
ん
（
18
年
社
卒
）

で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
称
え
、今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

1
．
団
体
：
バ
ト
ン
・
チ
ア

S
P
I
R
I
T
S
バ
ト
ン
チ
ー
ム

〈 

授
賞
理
由 

〉

　

入
学
式
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ど
の
学
内
行
事
、

ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
の
試
合

応
援
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の

出
演
な
ど
、
学
内
外
で
幅
広

く
活
動
し
て
い
ま
す
。
17
年

度
は
創
部
初
の
世
界
大
会
に

出
場
し
、
上
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

13
年
度
か
ら
５
年
連
続
で

全
国
大
会
（
団
体
）
に
出
場

し
、
３
年
連
続
の
金
賞
受
賞

を
は
じ
め
、
17
年
度
は
過
去

最
高
の
成
績
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
、
龍
谷
大
学
の
認
知

度
が
高
ま
り
ま
し
た
。

2
．
団
体
：
柔
道
部

〈 

授
賞
理
由 

〉

　

柔
道
部
と
し
て
の
確
固
た

る
自
覚
と
、
そ
れ
に
伴
う
礼

儀
を
重
ん
じ
、
部
員
一
同
共

に
心
身
の
鍛
錬
・
技
術
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。
特
に

女
子
柔
道
は
国
内
の
み
な
ら

ず
、
世
界
大
会
で
も
上
位
の

成
績
を
収
め
る
な
ど
そ
の
活

躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
も
視
野
に

今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

３
．
個
人
：
田
畑 

貴
大

〈 

授
賞
理
由 

〉

　

創
部
以
来
、
初
の
男
子
部

員
で
４
年
間
男
子
バ
ト
ン
ト

ワ
ラ
ー
の
実
績
を
積
み
重
ね

な
が
ら
、
バ
ト
ン
・
チ
ア

S
P
I
R
I
T
S
の
チ
ー
ム

力
の
向
上
と
成
績
ア
ッ
プ
に

寄
与
し
た
優
秀
な
部
員
で

す
。
ま
た
、
創
部
初
の
世
界

大
会
出
場
で
上
位
入
賞
を
果

た
し
、
チ
ー
ム
の
気
運
を
あ

げ
、
龍
谷
大
学
の
名
を
広
め

ま
し
た
。

（右）バトン・チア SPIRITS バトンチーム 代表 藤代 結菜さん
（中）田畑 貴大さん　（左）柔道部女子 代表 米澤 夏帆さん

総
本
山
永
観
堂
禅
林
寺

法
主
に
就
任

 

久く

が我 

儼げ
ん

昭し
ょ
う

さ
ん  

（
75
年 
文
院
了
）

　

18
年
春
、
宗
派
管
長
に

推
戴
さ
れ
、
去
る
６
月
７

日
に
入
山
式
を
挙
行
、
浄

土
宗
西
山
禅
林
寺
派
管
長 

総
本
山
永
観
堂
禅
林
寺
第

91
世
法
主
と
し
て
入
山
さ

れ
た
。
ご
本
尊
の
み
か
え

り
阿
弥
陀
如
来
に
仕
え
、

そ
の
教
旨
を
拝
観
さ
れ
る

人
々
へ
も
伝
え
て
い
き
た

い
と
抱
負
を
語
っ
て
お
ら

れ
る
。
就
任
を
内
外
に
告

げ
る
晋
山
式
は
今
秋
10
月

14
日
に
執
り
行
わ
れ
る
。

最高に盛り上がった 300 名の合同演奏

ヘッドライトさん（黄色いトマトＯＢ）

・ 日　時：11月24日（土） 開場12時 開講13時
・ 会　場：龍谷大学 響都ホール校友会館
 　第一講：  梯

かけはし

 信
の ぶ

暁
あ き

氏（大阪大谷大学教授、龍谷大学講師）
 　　　　　テーマ：「平安時代の阿弥陀仏信仰」

 　第二講：  森
も り

田
た

 真
ま さ

生
お

氏（数学者）
 　　　　　テーマ：「数学する風景」
※申込み開始は10月25日(木)から。詳細は校友会ホームページをご確認ください。

第5回 心の講座 in 京都告知
を
い
た
だ
き
、
ま
す
ま
す
校

友
会
の
活
発
化
が
予
見
さ
れ

る
中
、
閉
会
し
ま
し
た
。

李相哲先生の講演会

吹奏楽部の演奏会



Ryukoku University Alumni News No.87（3）第87号 2018（平成30）年10月10日

『龍Ron小町』
ロ ン  ロ ン
龍谷大学校友会女子会 経営者登場

プロフィール
59 年、神戸市生まれ。83 年に経済
学部を卒業、ＵＣＣ上島珈琲㈱に入
社し、熊本支店へ。04 年にユーシー
シーフーヅ㈱営業推進グループ部長に
就任後、同社執行役員・営業統括副
本部長、取締役近畿本部長、マーケ
ティング本部長、常務取締役・営業統
括本部本部長を経て、12 年に現：ラ
ッキーコーヒーマシン㈱代表取締役社
長、15 年にユーシーシーフーヅ㈱代表
取締役社長・ＵＣＣホールディングス
㈱取締役就任。

６万点に及ぶ食材を供給
業界シェア ナンバーワン企業

ユーシーシーフーヅ(株)
代表取締役社長

川
か わ

久
く ぼ

保  則
の り ゆ き

志 さん

　

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
珈
琲
㈱
に
入

社
し
、
熊
本
支
店
に
配
属
と

な
っ
た
川
久
保
さ
ん
。

　

心
細
い
思
い
を
し
て
い
た
と

き
、４
年
先
輩
の
方
か
ら
「
俺

も
龍
大
だ
よ
」
と
声
を
か
け

て
も
ら
い
仲
良
く
し
て
下
さ
っ

た
。
今
ふ
り
返
る
と
、
あ
の

と
き
素
晴
ら
し
い
先
輩
が
い

て
く
だ
さ
って
よ
か
っ
た
な
と
、

つ
く
づ
く
思
って
い
ま
す
。

　

先
輩
と
い
え
ば
学
生
時

代
、
四
条
河
原
町
の
ビ
ッ
フ

ェ
と
い
う
喫
茶
店
で
４
年
間

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
と

き
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
の
方
で
コ
ー
ヒ
ー

豆
を
納
品
さ
れ
て
い
た
の
が

龍
大
の
先
輩
で
し
た
。
私
は

「
先
輩
、
先
輩
」
と
呼
び
、

親
し
く
接
し
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
と
き
、
こ
う
い
う

仕
事
が
あ
る
の
か
と
、
Ｕ
Ｃ

Ｃ
上
島
珈
琲
の
入
社
試
験
を

受
け
た
の
で
す
。

　

Ｕ
Ｃ
Ｃ
は
神

戸
で
生
ま
れ
た

コ
ー
ヒ
ー
の
パ
イ

オ
ニ
ア
企
業
と

し
て
、
も
う
85

年
の
歴
史
を
刻

ん
で
い
ま
す
。

今
、
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
売
って
い

る〝
レ
ギ
ュ
ラ
ー

コ
ー
ヒ
ー
〟
と

い
う
名
は
、
創

業
者
の
上
島
忠

雄
が
作
っ
て
世

に
広
ま
っ
た
も

の
で
す
。
そ
の

後
、
70
年
の
大

阪
万
博
で
「
世

界
で
初
め
て
缶

コ
ー
ヒ
ー
を
発

売
」。
会
社
も

急
成
長
を
遂

げ
、
現
在
ま
で

コ
ー
ヒ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て

業
界
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

　
Ｕ
Ｃ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
主
要
４

社
は
、
①
世
界
各
地
の
農
園

経
営
か
ら
カ
ッ
プ
ま
で
一
貫

し
て
コ
ー
ヒ
ー
事
業
を
展
開

す
る
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
珈
琲　

②

Ｕ
Ｃ
Ｃ
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ー
ヒ
ー

と
食
材
を
外
食
産
業
に
供
給

す
る
ユ
ー
シ
ー
シ
ー
フ
ー
ヅ　

③
国
内
で
２
３
５
店
舗
を
展

開
す
る
ユ
ー
シ
ー
シ
ー
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
ズ　

④
Ｕ

Ｃ
Ｃ
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ー
ヒ
ー

メ
ー
カ
ー
を
扱
う
ラ
ッ
キ
ー

コ
ー
ヒ
ー
マ
シ
ン
。

　

全
体
の
売
上
額
は
17
年
度

で
３
２
５
０
億
円
で
し
た
。

そ
の
中
で
私
が
社
長
の
②
ユ
ー

シ
ー
シ
ー
フ
ー
ヅ
は
、
コ
ー
ヒ
ー

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
外
食

産
業
で
使
わ
れ
る
食
材
を
、

常
温
・
チ
ル
ド
・
冷
凍
の
三

温
度
帯
で
供
給
し
て
い
ま
す
。

売
上
額
は
約
１
千
億
円
で
、

主
要
４
社
の
３
分
の
１
を
占

め
、
全
国
に
90
の
拠
点
を
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｕ
Ｃ
Ｃ
は
、

コ
ー
ヒ
ー
事
業
を
総
合
的
に

展
開
す
る
世
界
で
唯
一
の
企

業
で
、
コ
ー
ヒ
ー
販
売
量
は

世
界
５
位
。
海
外
で
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
国
と
東
南
ア
ジ
ア
や
中

国
で
事
業
展
開
を
し
て
い
ま

す
。

　
「
お
世
辞
抜
き
で
、
私
は

龍
谷
大
学
が
好
き
な
ん
で

す
。
息
子
も
龍
大
卒
」
と

川
久
保
さ
ん
。

　
テ
レ
ビ
で
野
球
観
戦
を
し
て

い
る
と
、
京
セ
ラ
ド
ー
ム
に
龍

谷
大
学
の
名
前
が
ス
タ
ン
ド
の

フェン
ス
に
映
り
ま
す
ね
。
あ

れ
を
見
る
と
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て

本
当
に
う
れ
し
い
で
す
ね
。

私
た
ち
の
時
代
と
違
って
、
理

工
や
国
際
、
政
策
学
部
や
農

学
部
が
で
き
、
真
の
意
味
で

〝
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
〟
に
な
っ
た

と
、感
無
量
の
思
い
で
す
。
今
、

Ｕ
Ｃ
Ｃ
全
体
で
は
龍
谷
の
卒

業
生
が
か
な
り
い
る
と
思
い
ま

す
し
、
来
春
、
ユ
ー
シ
ー
シ
ー

フ
ー
ヅ
に
２
名
の
龍
大
生
が

入
社
し
て
く
れ
ま
す
。

　

事
業
規
模
拡
大
は
も
ち
ろ

ん
、
変
化
に
対
応
す
る
た
め

に
仕
事
の
仕
方
を
抜
本
的
に

変
え
、
も
っ
と
収
益
率
を
上

げ
る
の
が
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ

と
語
る
川
久
保
さ
ん
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
会
社
の

経
営
が
安
定
し
、
社
員
の
雇

用
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
私
が
今
の
地
位
に
あ
る

の
は
、
同
期
の
中
で
失
敗
の

数
が
№
１
、
会
社
の
お
金
を

た
く
さ
ん
使
っ
た
の
も
№
１
だ

と
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
さ
せ
て

く
れ
る
会
社
に
感
謝
し
、
失

敗
を
恐
れ
ず
、
ち
い
さ
な
こ

と
で
も
い
い
か
ら
、
思
い
切

っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
」
と
、
いつ
も
社
員
の
前
で

ス
ピ
ー
チ
し
ま
す
。

　

龍
谷
大
学
で
当
社
の
会
社

説
明
会
も
行
っ
て
い
る
の

で
、ぜ
ひ
後
輩
の
皆
さ
ん
に
、

当
社
の
門
を
叩
い
て
い
た
だ

き
た
い
。

　在学中に、少子化問題に興味をもち、助産師の担う責務
の重要性を感じ、卒業後に助産師免許を取得しました。病
院に勤務し、1,000人以上の母子と関わり、いのちの奇跡
や家族の尊さを感じると同時に、少子化社会や周産期医
療を取り巻く問題について考えさせられました。
　開業してからは、母子を妊娠期から育児期まで、より長
く密に支援しています。助産師の支援を受けた母子（特に
母親）は、育児に自信をもて、妊娠や出産をもう一度経験
したいと思える人が多いです。助産師を志し少子化問題
に貢献したいと思っていたことに、少しずつ近づいてい
ると感じる日々です。
　小笠原さんについては、校友会ホームページ「校友タウン情報・
東京」をご覧ください。
http://www.ryukoku-koyukai.jp/town

　９月３日、アメリカ・ハワイ州オアフ島にて、第２回女
子会を開催しました。参加メンバーは5名です。今回は龍
谷大学のPR活動を、本派本願寺ハワイ教団の門徒の方々
に対して行いました。
　その後は、みんなで昼食を楽しみ、今後の活動について
話し合いました。　　　　　　　　　（幹事　馬場 明希）

　毎年大好評の女子会ヨガ。今年度は、託児の代わりにキ
ッズヨガを同時開催しました。病気などによる欠席のた
め予定していたキッズが来られないハプニングもありま
したが、ご家族揃ってのご参加もあり、楽しい一時を過ご
すことができました。

　6月28日、山口別院にて、氷と紙コップで作るレースキ
ャンドルやクレヨンキャンドル、星が煌めく七夕キャン
ドル等、好みの色と香りを付けてアロマキャンドル作り
を体験しました。その後は簡単テーブルコーデDe親睦会
♥～楽しむこと大好きなWOMAN ～。少しずつ活動の輪
を広げています。　　　　　　　　　　　　（松田 祥子）

〈予告〉  「龍Ron小町」 第４回総会の開催
〇日時：11月10日（土） 11時～ 15時
〇場所：龍谷大学大宮キャンパス 清和館３階ホール

東京支部
9月8日に開催された
女子会で講師を務めた
助産師の校友を紹介します
団地の助産院　助産師 

小
お が さ わ ら

笠原 千
ち え

恵さん
（09年国際卒）

ハワイ支部
「龍谷大学のPR活動」

北カリフォルニア支部
「女子会ヨガ」

山口県支部
「手作りアロマキャンドルDeティーパーティー」

校友からの便り
上
う え

田
だ

　祥
し ょ う

玄
げ ん

さん 
（08 年経済学部卒）

http://www.nzu-risana.com/

SHOGEN

「生きるのって、楽しい」を描く
アフリカンペイントアーティスト

　

私
は
、
龍
谷
大
学
経
済
学

部
を
卒
業
後
、
大
手
化
粧
品

会
社
に
就
職
を
し
、
営
業
マ

ン
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

仕
事
に
は
不
満
は
な
かっ
た

の
で
す
が
、
自
分
に
し
か
で

き
な
い
職
に
就
き
た
い
と
も
思

って
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
出
会
い

は
突
然
訪
れ
ま
し
た
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
７
年
目

に
突
入
を
し
た
と
き
の
こ
と

で
し
た
。

　

地
元
で
あ
る
京
都
の
田
舎

に
帰
省
を
す
る
途
中
、
私
は

京
都
市
内
に
あ
る
雑
貨
屋
さ

ん
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。

　

店
内
に
入
る
と
、
そ
こ
に

は
ペ
ン
キ
で
描
か
れ
た
１
枚
の

動
植
物
の
絵
が
飾
っ
て
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
絵
が
放
つ
発
色
と
、

力
強
さ
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
私

が
見
入
っ
て
い
る
と
、
お
店
の

オ
ー
ナ
ー
が
そ
の
絵
が
「
テ
ィ

ン
ガ
テ
ィ
ン
ガ
」
で
あ
る
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

絵
を
見
て
い
る
と
、心
が
前

向
き
に
、そ
し
て
優
し
く
な
れ

る
よ
う
な
感
覚
に
な
り
、
こ

れ
を
職
に
し
て
生
き
て
い
き
た

い
、と
そ
の
時
思
い
ま
し
た
。

　

居
て
も
立
っ
て
も
居
ら
れ

な
く
な
っ
た
私
は
、
そ
の
日
の

夕
方
に
テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ
ン
ガ
の

発
祥
の
地
で
あ
る
タ
ン
ザ
ニ
ア

へ
の
航
空
券
を
購
入
し
、
翌

日
会
社
に
退
職
願
を
出
し
ま

し
た
。

　

脱
サ
ラ
を
し
た
私
は
、
単

身
で
ア
フ
リ
カ
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
へ

渡
り
、
原
住
民
族
と
生
活
を

共
に
し
な
が
ら
絵
を
描
き
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
絵
で
生
計
を
立

て
画
家
と
し
て
生
き
て
い
ま

す
。
強
い
想
い
を
持
ち
そ
れ

を
行
動
に
移
せ
ば
必
ず
形
に

な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
も
是

非
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

著書：「やってみないとわからないでしょ」
2018年3月29日発行

コーヒーアカデミー（本社 1F）
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校友●Who's Who

グループ代表  蘇
そ

　俊
し ゅ ん

達
た つ

さ
ん

  

大お

お

う

ち内　

祐よ

し

み

ち真
さん

　
　
　
　
　
　
（
14
年
国
際
卒
）

プロフィール
中国上海出身。龍谷大学で大学、大学
院の計６年間の留学生活を送る。前
職のNTTコミュニケーションズを経て、
Ctripグループに入社。上海本社でキャ
リアを積み、日本現地の立ち上げメンバ
ーとして再度来日。2017 年1 月Ctrip 
International Travel Japan を 設 立、
同代表取締役に就任後、同年10月より
日本のグループ代表に就任。現在Ctrip
グループ日本の拠点は6ヶ所あり、新た
な海外ブランド「Trip.com」も急速拡
大中。ホテルを始め、航空券、パッケージ
や団体商品、ショッピング、レストランの
紹介など様々な事業を日本で展開。

プロフィール
91年大分生まれ大分育ち。
14年国際文化学部（現：国際学部）
卒業後、中央仏教学院、勤式指
導所を経て 16年に浄土真宗本願
寺派カナダ開教区東部地区に着
任。現在トロント仏教会、ハミルト
ン寺院、モントリオール寺院、オタ
ワ仏教コミュニティを開教使として
担当する。

Ctrip International Travel Japan

卒
論
は
大
谷
光
瑞
師

　

私
は
05
年
に
来
日
し
、
翌

06
年
に
国
際
文
化
学
部
（
現

国
際
学
部
）に
入
り
ま
し
た
。

　

最
も
歴
史
が
あ
る
大
学
と

い
う
こ
と
で
、
龍
谷
大
学
を

選
び
ま
し
た
。
学
部
を
４
年

で
終
え
、
10
年
に
同
学
部
の

大
学
院
修
士
課
程
へ
進
み
、

日本の地方の魅力を世界の人々へ

人
種
の
壁
を
超
え
て
仏
教
を
信
仰
す
る
場
へ

２
年
間
で
修
了
。
学
部
ゼ
ミ

と
大
学
院
の
指
導
教
授
は
、

日
本
民
俗
文
化
研
究
の
須
藤

護
先
生
で
し
た
。

　

龍
谷
大
学
で
学
ぶ
中
で
注

目
し
た
の
が
、
西
域
探
検
で

知
ら
れ
る
大
谷
光
瑞
師
（
西

本
願
寺
第
22
代
宗
主
）
で
し

た
。
光
瑞
師
は
中
国
の
孫
文

と
も
親
交
が
あ
り
、
師
の
著

述
を
読
ん
で
い
く
と
、
上
海

を
拠
点
に
活
動
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
当
時
の

西
本
願
寺
上
海
別
院
が
今
も

残
っ
て
い
て
、
別
の
施
設
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

は
私
の
実
家
か
ら
徒
歩
で
15

分
ほ
ど
の
所
に
あ
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
修
士
論
文
は
光

瑞
師
の
中
国
で
の
活
動
を
中

心
に
、
三
谷
真
澄
先
生
（
現

学
部
長
）
に
も
ご
指
導
い
た

だ
き
、「
近
代
日
中
交
流
に

お
け
る
西
本
願
寺
の
役
割
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。

シ
ー
ト
リ
ッ
プ
社
と
は

　

大
学
院
を
終
え
上
海
に
戻

り
、〝
就
活
〟で
す
。
上
海
に

あ
る
日
系
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
就
職

し
、
法
人
営
業
を
担
当
し
ま

し
た
。
取
引
先
は
日
本
の
大

手
企
業
で
し
た
か
ら
、
日
系

企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
社
内
の

ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。
た
だ
、
Ｉ
Ｔ
の

専
門
的
技
術
が
足
り
な
い
こ

と
を
痛
感
し
、
も
と
も
と
旅

行
が
大
好
き
だ
っ
た
の
で

C
t
r
i
p
へ
。

　
C
t
r
i
p
は
日
本
で
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
中
国
最
大
の
オ
ン
ラ

イ
ン
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

で
す
。
会
員
数
は
３
億
人
を

こ
え
、
今
、
訪
日
す
る
中
国

人
の
約
５
割
以
上
が
、

C
t
r
i
p
グ
ル
ー

プ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
と
い
う
デ

ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　

上
海
で
２
年
間
働

い
た
あ
と
、
東
京
の

日
本
法
人
C
t
r
i
p 

J
a
p
a
n
へ
。

　

当
初
東
京
オ
フ
ィ

ス
の
み
で
、
従
業
員
は
私
を

含
め
て
12
名
で
し
た
が
、
私

は
１
年
間
で
札
幌
・
名
古
屋
・

大
阪
・
福
岡
・
沖
縄
に
オ
フ

ィ
ス
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
日

本
で
の
グ
ル
ー
プ
会
社
３
社

合
わ
せ
て
従
業
員
は
84
名
に

な
り
ま
し
た
。

　
C
t
r
i
p
グ
ル
ー
プ
日

本
の
業
務
内
容
は
、
ホ
テ
ル

や
航
空
券
、
旅
行
商
品
を

中
心
に
、
一
方
で
日
本
の
地

方
自
治
体
や
政
府
機
関
と
連

携
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
リ

ア
に
特
化
し
た
テ
ー
マ
の
も

と
、
イ
ベン
ト
や
キ
ャ
ンペ
ー
ン

事
業
を
行
って
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
中
国
の
旅
行
者

と
い
え
ば
、
大
半
が
団
体
ツ
ア

ー
に
よ
る
も
の
で
し
た
が
、
今

は
個
人
旅
行
が
主
流
で
す
。

目
的
地
も
大
都
市
が
中
心
で

し
た
が
、
私
た
ち
が
地
方
都

市
や
町
村
の
魅
力
を
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
紹
介
す
る
こ
と
で
、

そ
ち
ら
の
ほ
う
に
目
が
行
く

よ
う
に
な
って
い
ま
す
。

日
本
人
の
お
客
様
こ
そ

　

実
は
私
に
は
学
生
時
代
、

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。
龍
谷
大
学
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
広
島
を
訪
れ
た
と

き
の
こ
と
で
す
。
原
爆
ド
ー

ム
見
学
や
広
島
別
院
へ
参
拝

し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
宿
泊

さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
が
、
浄
土

真
宗
の
お
寺
で
し
た
。
お
寺

の
方
と
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
さ

せ
て
も
ら
い
、
一
般
の
外
国

人
で
は
体
験
で
き
な
い
素
晴

ら
し
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
、
私
は
日
本
の
お
客
様

へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
も
う

と
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
お

客
様
に
対
し
て
国
内
外
を
問

わ
ず
、
現
在
ホ
テ
ル
や
航
空

券
、
海
外
列
車
の
予
約
を
中

心
に
、
将
来
す
べ
て
の
旅
行

に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

で
す
。
全
国
に
18
万
人
を
こ

え
る
龍
谷
大
学
の
卒
業
生
の

皆
様
に
応
援
し
て
い
た
だ
く

と
共
に
、
私
た
ち
の
サ
ー
ビ
ス

（
T
r
i
p.

c
o
m
で
検
索
）

を
喜
ん
で
受
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
体
制
作
り
が
目
標

で
す
。
そ
し
て
、
お
寺
で
の

宿
坊
や
体
験
コ
ー
ス
な
ど
の

取
り
込
み
も
伝
教
の一つ
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
に
大
変

人
気
が
あ
り
、
ぜ
ひ
協
同
で

計
画
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
龍
谷
大
学
と
は
就

職
採
用
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
の
関
係
を
構
築
し

て
、
後
輩
の
学
生
さ
ん
に
、

ぜ
ひ
当
社
に
入
って
い
た
だ
き

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

（12年国際院了）

海外で活躍                する校友
学
生
時
代
は

　

父
親
が
ア
メ
リ
カ
で
真
宗

仏
教
の
伝
道
活
動
を
し
て
い

た
た
め
、
海
外
への
興
味
は
幼

い
時
か
ら
あ
り
、
学
生
時
代

に
一
年
間
の
海
外
留
学
を
し

ま
し
た
。
そ
の
留
学
を
通
し

て
特
に
関
心
を
抱
い
た
の
は

宗
教
心
で
す
。
例
え
ば
、
留

学
中
に
タ
イ
人
の
方
へ
「D

o 
you have a religion?

」

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
の

人
か
ら
「W

hat is your 
religion?

」
と
問
い
か
け
る
べ

き
だ
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
宗
教
信
仰
し
て

い
る
か
否
か
で
は
な
く
、
宗

教
信
仰
を
し
て
い
る
前
提
で

話
さ
な
い
と
時
と
し
て
相
手

に
無
礼
を
は
た
ら
い
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
多
く

の
留
学
生
ら
と
関
わ
る
こ
と

で
、
宗
教
は
人
の
生
活
習
慣

や
人
格
形
成
に
も
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
学

び
、
各
宗
教
が
担
う
礼
儀
作

法
や
生
活
信
条
に
関
心
を
抱

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
帰

国
後
は
比
較
宗
教
思
想
を
は

じ
め
世
界
宗
教
や
民
族
宗
教

の
勉
学
に
熱
が
入
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
は
各
宗
教
の
成
り

立
ち
や
概
念
を
学
ぶ
に
つ
れ
て

仏
教
に
強
く
惹
か
れ
て
い
き
、

気
が
つい
た
と
き
に
は
父
親
の

背
中
を
追
い
か
け
る
よ
う
に

海
外
伝
道
の
開
教
使
を
目
指

す
よ
う
に
な
って
い
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
に
移
住
し
て

　

今
は
カ
ナ
ダ
に
開
教
使
と

し
て
移
住
し
多
く
の
仏
教
徒

の
方
と
聴
聞
を
重
ね
て
い
ま

す
。
日
本
と
は
言
語
や
環
境

が
異
な
り
ま
す
が
、
同
じ
仏

壇
に
向
か
っ
て
一
緒
に
合
掌

で
き
る
ご
縁
が
あ
る
こ
と
に

日
々
頭
が
下
が
り
ま
す
。
ま

た
こ
ち
ら
で
は
中
学
生
か
ら

大
学
生
ま
で
が
宗
教
教
育
の

一
貫
と
し
て
頻
繁
に
寺
院
を

訪
ね
て
き
ま
す
。
そ
の
際
の

学
生
か
ら
の
質
問
は
素
直
な

も
の
ば
か
り
で
す
。「
あ
な
た

に
と
って
仏
と
は
、
救
い
と
は
、

宗
教
と
は
、
死
後
と
は
、
生

き
る
と
は
何
か
？
」
な
ど
で

す
。
こ
の
よ
う
な
質
問
を
さ

れ
た
と
き
は
、
よ
く
他
宗
教

と
比
較
し
て
学
生
ら
に
説
明

を
す
る
た
め
、
大
学
で
学
ん

だ
比
較
宗
教
学
が
大
い
に
活

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
ま
す
。

将
来
は

　

着
任
す
る
際
に
「
本
当
の

開
教
は
こ
れ
か
ら
だ
」
と
カ

ナ
ダ
開
教
区
総
長
か
ら
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
今
ま
で
日
系
社
会
で
守

ら
れ
て
き
た
真
宗
寺
院
が
、

い
ま
人
種
の
壁
を
超
え
て
仏

教
を
信
仰
す
る
場
と
な
って
い

る
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
は
仏
教
ブ
ー
ム
に
よ

る
も
の
だ
け
で
な
く
資
本
主

義
社
会
が
生
ん
だ
反
動
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
物
欲
で

満
た
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

自
己
を
見
つ
め
直
し
、
そ
の

あ
り
よ
う
を
再
認
識
す
る
儀

礼
空
間
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま

え
て
も
人
種
や
国
を
超
え
て

お
念
仏
の
仏
道
を
歩
め
る
こ

と
に
心
身
に
手
が
合
わ
さ
り

ま
す
。

カ
ナ
ダ
　
ト
ロ
ン
ト
仏
教
会
開
教
使

カナダ教団の開教使とボードメンバー

ダルマスクール（日曜学校）の様子

校　友
最前線

世せ

ら羅　

智と

も

し

げ茂
さ
ん

　
　
　
　

  （
12
年
経
済
卒
）

 

ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
柔
術
で
世
界
へ 

柔
術
と
の
出
会
い

　

最
初
に
柔
術
の
存
在
を
知

っ
た
の
は
高
校
の
時
で
す
。

　

小
学
６
年
生
か
ら
柔
道
を

や
っ
て
い
た
の
で
、
総
合
格
闘

技
に
も
大
変
興
味
が
あ
っ
て
、

当
時
テ
レ
ビ
で
P
R
I
D
E

や
H
E
R
O,
S
の
興
行
を
よ

く
観
て
い
ま
し
た
。

　

僕
の
柔
道
は
、
寝
技
を
得

意
と
し
て
い
た
の
で
、
寝
技

だ
け
の
競
技
を
や
っ
て
み
た

い
な
、
と
の
思
い
が
強
く
な

り
、
大
学
生
に
な
っ
て
柔
術

の
道
場
に
入
門
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
学
生
時
代
は
、

世
間
一
般
で
い
う
普
通
の
大

学
生
ら
し
い

こ
と
は
全
然

し
て
こ
な
か

っ
た
で
す
。

学
校
が
終
わ

れ
ば
道
場
に

行
っ
て
ひ
た

す
ら
練
習
を

す
る
毎
日
で

し
た
ね
。

柔
術
の
魅
力

　

や
っ
ぱ
り
相
手
か
ら
ギ
ブ

ア
ッ
プ
を
奪
う
こ
と
で
す
ね
。

　

あ
る
韓
国
の
柔
道
選
手

は
、
国
内
試
合
で
明
ら
か
に

相
手
選
手
に
有
利
な
判
定
を

下
さ
れ
る
の
で
、
誰
も
が
勝

敗
が
見
て
分
か
る
よ
う
に
寝

技
を
強
く
し
た
と
い
う
話
が

あ
り
ま
す
。

　

柔
術
は
、
関
節
技
や
絞
め

技
等
で
、
相
手
が
「
参
り
ま

し
た
」
と
降
参
す
る
訳
で
す

か
ら
、
勝
利
し
た
時
の
達
成

感
が
最
高
で
す
ね
。

　

し
か
し
、
柔
術
は
選
手
同

士
が
組
み
あ
っ
て
技
を
掛
け

合
う
た
め
、「
見
る
競
技
」

向
き
で
は
な
く
、
やって
こ
そ
、

そ
の
面
白
さ
が
わ
か
る
「
や

る
競
技
」
だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
活
躍

　

今
は
東
京
の
C
A
R
P
E
 

D
I
E
M
、ラ
テ
ン
語
で「
今

を
生
き
よ
！
」
と
い
う
意
味

の
道
場
で
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働

い
て
い
ま
す
。

　

17
年
２
月
か
ら
、
プ
ロ
選

手
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
普
段

は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
仕
事

を
し
な
が
ら
、
空
き
時
間
に

練
習
し
、
試
合
に
も
積
極
的

に
出
場
す
る
と
い
う
日
々
を
送

って
い
ま
す
。

　
プ
ロ
選
手
と
し
て
の
大
事
な

こ
と
は
、
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
ス
ポ
ン
サ
ー
様
の
宣
伝
で
す

ね
。
日
々
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て

い
ま
す
。

将
来
の
夢

　

紫
帯
の
時
に
、
13
年
ア
ブ

ダ
ビ
ワ
ー
ル
ド
プ
ロ
で
優
勝
し

ま
し
た
が
、
黒
帯
に
な
って
か

ら
は
、
納
得
が
い
く
成
績
が

残
せ
て
い
ま
せ
ん
。

　

世
界
で
常
に
勝
て
る
選
手

に
な
り
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
柔
術

の
面
白
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
躍
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

　

 

氏
名　
　

    

卒
年   

式
月
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

校
友
会
長
名
、
学
長
名
で
祝
電
を
打
ち
ま
す
。
受
付
は
、

校
友
会
事
務
局
ま
で

♠ 

松
田 　

拓
朗 

11 

社 

２-

３

♥ 

山
本 　
祥
加 

13 

理　

♠ 

松
村 　
洋
介 

15 

政 

３-

３

♥ 

武
田 

真
梨
子 

15 

政

♠ 

髙
谷 　
量
照 

06 

文 

４-

22

♥ 

西
田 　
暢
子 

12 

文

　

 

新
谷 　
佳
菜 

15 

文 

４-

30

♠ 

岸
本 　
　

成 

14 

文 

５-

４

♥ 

黒
田 　
　

楓 

14 

国

♠ 

北
尾 　
彰
悟 

14 

営 

６-

２

♥ 

稗
島 　
弥
生 

14 

営

♠ 

北
村　

 

智
顕 

15 

文 

５-

20

♥ 

村
井　

 

美
月 

14 

文

♠ 

古
田　

 

英
之 

07 

営 

6-

10

♥ 

井
上 

真
梨
子 

07 

法 

　

 

東
條　

 

翔
太 

12 

営 

7-

21

お
申
し
込
み
は
、
お
電
話
、
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
、
必
ず
次
の
項
目
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
受
付
は
挙
式
日
の
１

週
間
前
ま
で
。

●
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
卒
業
年
・

卒
業
学
部
※
校
友
同
士
の
結
婚
の
場

合
は
２
名
と
も
●
挙
式
日
時
・
会
場

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
会
場
住
所
・
会
場

電
話
番
号
●
会
報
に
掲
載
の
可
否

東京オフィス校友会新入会員歓迎祝賀会（右側）

シートリップ本社（上海）

（左端）
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龍
谷
大
学
に
は
１
３
０
年
以
上
前
の
１
８
８
６
年
に
創
部
さ

れ
た
文
芸
部
に
始
ま
り
、
現
在
、
全
83
団
体
の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
※
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
伝
統
は
も
ち
ろ
ん
、
め
ざ
ま
し
い

活
躍
や
多
様
な
活
動
は
龍
谷
大
学
の
「
顔
」
と
も
言
え
、
私
た

ち
校
友
に
と
っ
て
の
誇
り
や
励
み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

校
友
会
で
は
、こ
れ
ま
で
助
成
金
や
校
友
会
賞（
２
面
参
照
）

な
ど
を
通
じ
て
、
現
役
生
の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
を
支
援

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
対
し
て
も
、
創
部
周
年

記
念
事
業
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
助
成
し
、
活
発

な
様
子
を
校
友
会
報
で
広
く
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
校
友
会
・
学
部
同
窓
会
・
支
部
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
、

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
現
役
生
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
が
目
玉
と
し
て

出
演
し
、
参
加
者
を
盛
り
上
げ
る
機
会
が
全
国
で
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
の
誌
面
に
掲
載
し
た
写
真
は
そ
の
模
様
で
、
龍
大
ら

し
く
あ
た
た
か
に
、
校
友
・
地
域
の
交
流
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　

校
友
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
現
役
生
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
発
展
を
育
む
べ
く
、
精
一
杯
応
援

し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
出
会
い
や
可
能
性
、

何
よ
り
新
た
な
楽
し
み
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
校
友

会
・
学
部
同
窓
会
・
支
部
と
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
交
流
の
き
っ

か
け
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

※�

２
０
１
８
年
１
月
現
在
、
他
認
定
の
一
般
同
好
会
は
１
５
０
団
体

1龍谷大学響都ホール校友会館で開催された校友音楽祭。黄
色いトマト・軽音楽部＋JAZZ研究会・吹奏楽部のOB・OGと現役
生が共演（17.11.12）　2阪神支部総会で龍吟会OBがエール、
逍遥の歌を披露（18.5.20）　3大阪・中央支部設立１５周年総
会にバトン・チアSPIRITSが登場。現役のJAZZ研究会も演奏した
（18.5.26）※２面参照　4設立115周年記念全国校友大会に
軽音楽部＋JAZZ研究会のOBが演奏（16.3.6）　5東京支部が
全日本学生柔道優勝大会に出場する女子柔道部の応援に駆け
つけた（15.6.28）　6龍谷大学山岳会創部６０周年の「クーン
ブ・ヒマラヤ現役合同遠征隊」がエベレスト南のアイランド・ピーク
に登頂成功。校友会は助成金でサポートした（15.11.3）

校
友
会
が
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
を
盛
り
立
て
る
。

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
が
校
友
会
を
盛
り
上
げ
る
。

OB・OG会代表の連絡先を教えてください！ 
今後、校友会では、「OB・OG会に入りたくても連絡先がわからない」「支部・同
窓会イベント出演の相談をしたい」「合同イベントのお誘いをしたい」などという
問合せにお応えするために、クラブ・サークルOB・OG会の連絡先を校友会
報、またはホームページで掲載することを予定しています。会の代表をされて
いる校友の方は、下記を龍谷大学校友会事務局までご連絡ください。
◎クラブ・サークル名　◎創部年　◎連絡先（ご氏名）　◎卒業学部・年�
◎メールアドレス　　��◎主な活動

龍谷大学校友会事務局
Email：koyu@ad.ryukoku.ac.jp／Tel：075-645-2015

兵庫県・神明支部の声

吹奏楽部の演奏する 
真摯な姿に現役の学生と 
卒業生の絆を感じました。

神明支部が、発会して13年を迎え
るなかで、節目は５周年、１０周年の
吹奏楽部を招請しての吹奏楽演
奏会でした。それは、現役の部員と
卒業生の貴重な接点の場となりま
した。支部の会合の最後にいつも
「学歌」、「真宗宗歌」、「恩徳讃」、
「逍遥の歌」、「応援歌」の５曲を歌
って、自分は「龍谷大学卒業」です
という思いを参加者一同が共有し
ております。卒業しても、深草・大宮・
瀬田の学舎で学ぶ現役の学生と、
点と線で結ばれているという思い
です。

（支部長・井藤圭湍）

龍吟会の声

いつでもどこでもできる限り、 
伝統的なエール、逍遥の歌を 
披露しに行きます！

龍吟会は、漢詩などを吟じて教養を
高め自己研鑽に励んできたクラブで、
大学同士のエール交換、逍遥の歌な
どを披露して龍谷大学の名を学生
詩吟界に轟かせておりました。エール、
逍遥の歌は応援団から引き継いだも
のであり、伝統として守るべき義務が
あります。阪神支部総会では、エール、
逍遥の歌を披露、壇上から降りた
際に校友の方々から握手を求められ
大変感激いたしました。今後もご要
望に応じてできる限り校友会の活動
で披露し、是非、皆様にも本物の詩
吟を味わって頂きたいと願っています。

（龍吟会OB・内堀晴弘）

大阪・中央支部の声

OB・OGから現役まで多彩な 
出演者で楽しみいっぱいの 
記念事業となりました。

大阪・中央支部設立15周年総会で
は、「今までやったことがない総会に
しよう！」と話し合いを続け、「現役、
卒業生問わず龍大のいろんな方に
関わっていただく」イベントを開催し
ました。食事やお酒を楽しんで頂き
ながら、母校OBのアナウンサーの
名司会の中で、漫才師、ミュージシャ
ン、そして在校生であるバトン・チア
SPIRITS、JAZZ研究会が登場。い
ろんな演目に参加者からは大きな
拍手が起こり、盛り上がりました。10
月開催の本町音楽祭にも、出演して
もらう予定です。

（支部長・岩本泰典）

■1

■1■2

■4
■5

■6

■3

連絡先

特 集
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2017年度　文学部・短期大学部同窓会　決算
自 2017 年 4 月 1 日　至 2018 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 5,395
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 16,485
3 その他収入 ( 含・預金利息） 0
4 積立金取崩 12,824
5 前年度繰越金 7,661

合　　計 42,365
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 31,333

1 広報費（資料印刷・発送費など） 207
2 事業開催費 31,126

2 運営費 3,256
1 通信費（電話・郵便など） 30
2 旅費交通費（出張費） 579
3 会合費（役員会など） 702
4 寄付・援助費（例：女子会などへの支払） 1,480
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 465

3 積立金繰入 500
1 積立金（周年事業など） 500

4 次年度繰越金 7,276
合　　計 42,365

2016年度　龍谷大学校友会決算
自 2016 年 4 月 1 日　至 2017 年 3 月 31 日

款 科　目 決算額
Ⅰ．収入の部

1 会　　　費 184,310,000
2 寄　付　金 0
3 広告料収入 0
4 提携カード収入 119,666
5 雑　収　入 21,689
6 その他の収入 16,550,000
7 積立金取崩収入 22,500,000

当年度収入合計 (A) 223,501,355
前年度繰越金 14,629,766
収入合計（B） 238,131,121
Ⅱ．支出の部

1 事　業　　費 161,351,301
2 運　　営　　費 20,256,553
3 施 設 設 備 費 0
4 新同窓会預り金 0
5 校友会ネーミングライツ関係費 10,000,000
6 115 周年記念事業費 21,045,915
7 積　　立　　金 20,021,689
8 予    備    費 0

当年度支出合計（C） 232,675,458
当年度収支差額（A）-（C） △ 9,174,103
次年度繰越金（B）-（C） 5,455,663

2017年度　政策学部同窓会　決算
自 2017 年 4 月 1 日　至 2018 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 前年度繰越金 2,290
2 会費収入 5,465

合　　計 7,755
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費

1 事業開催費 3,374
2 広報費 77
3 助成金事業 382

2 校友会諸経費 27
3 運営費

1 交通費 121
2 懇親会費 118

4 雑損 44
5 次年度繰越金 3,612

合　　計 7,755

2017年度　経済学部同窓会　決算
自 2017 年 4 月 1 日　至 2018 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 11,040
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 0 
3 その他収入 ( 含・預金利息） 0
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 11,110

合　　計 22,150
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 7,149

1 広報費（資料印刷・発送費など） 144
2 事業開催費 7,005

　
2 運営費 1,604

1 通信費（電話・郵便など） 6
2 旅費交通費（出張費） 571
3 会合費（役員会など） 77
4 寄付・援助費 0
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 950

3 積立金繰入 3,000
1

4 次年度繰越金 10,397
合　　計 22,150

2017年度　経営学部同窓会　決算
自 2017 年 4 月 1 日　至 2018 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 9,845
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 148
3 その他収入 ( 含・預金利息） 0
4 前年度繰越金 8,555

合　　計 18,548
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 6,412

1 広報費（資料等印刷費） 65
2 事業開催費 6,347

2 運営費 1,397
1 通信費（電話・郵便など） 0
2 旅費交通費（出張費・交通費） 321
3 会合費（役員会及び各委員会運営費など） 534
4 寄付・援助費 0
5 雑費（慶弔・謝礼・事務用品費・消耗品費など）予備費支出等を含む 542

3 次年度繰越金 10,739
合　　計 18,548

単位：千円

単位：千円

2017年度　法学部同窓会　決算
自 2017 年 4 月 1 日　至 2018 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 8,340
2 会費収入 76
3 その他収入 ( 含・預金利息） 158
4 積立金取崩 2,000
5 前年度繰越金 972

合　　計 11,546
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 5,610

1 広報費（ホームページ維持管理） 35

2 事業開催費（総会、新入会員歓迎祝賀会、卒業記念品、合同同窓会リユニオン、巡回無料法律相談後援、ゼミ同窓会援助等） 5,576

　
2 運営費 3,130

1 通信費 4
2 旅費交通費（理事会交通費・出張旅費等） 543
3 会合費（理事会会議費等） 542
4 寄付・援助費（法学部創設 50 周年事業への助成） 2,000
5 雑費（慶弔費・事務消耗品費等） 41

3 積立金繰入 1,567
1 特別事業積立金（周年事業等） 1,567

4 次年度繰越金 1,238
合　　計 11,546

2017年度　理工学部同窓会　決算
自 2017 年 4 月 1 日　至 2018 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 10,570
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 0
3 その他収入 ( 含・預金利息） 3
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 15,289

合　　計 25,862 
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 8,609

1 広報費（資料印刷・発送費など） 17
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 8,592

2 運営費 1,578
1 通信費（電話・郵便など） 0
2 旅費交通費（出張費） 109
3 会合費（役員会など） 124
4 寄付・援助費（例：女子会などへの支払） 1,345
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 1

3 積立金繰入 0
1 積立金（周年事業など） 0

4 次年度繰越金 15,674
合　　計 25,862

単位：千円

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 40,874  1 未払金 0

1
普通預金  （龍谷大学経理課） 40,631 2 前受金 0
　　　　  （京都銀行） 243

2 定期預金  （銀行名）　　　 0
負　債　合　計 0

積立金・繰越金
1 特別事業積立金 39,638 
2 次期繰越金 1,238

積立金・繰越金　合　計 40,874 
資　産　合　計 40,874  負債・積立金・繰越金合計 40,874

自 2017 年 4 月 1 日　至 2018 年 3 月 31 日

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
0 預貯金 45,289 0 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

0 普通預金 ( 銀行名） 15,289 0 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など） 0
0 定期預金 ( 三菱東京 UFJ 銀行） 10,000 

定期預金 ( りそな銀行）  10,000 負　債　合　計 0
定期預金 ( 京都銀行） 10,000 積立金・繰越金

0 周年事業積立金 30,000
0
0 次期繰越金 15,289

積立金・繰越金　合　計 45,289
資　産　合　計 45,289 負債・積立金・繰越金合計 45,289

自 2017 年 4 月 1 日　至 2018 年３月 31 日

2017年度　社会学部同窓会　決算
自 2017 年 4 月 1 日　至 2018 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 9,345
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 3,085
3 その他収入 ( 含・預金利息） 1
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 17,928

合　　計 30,359
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 7,878

1 広報費（資料印刷・発送費など） 219
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 7,659

2 運営費 739
1 通信費（電話・郵便など） 0
2 旅費交通費（出張費） 207
3 会合費（役員会など） 21
4 寄付・援助費（例：女子会などへの支払） 493
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 18

3 積立金繰入 3,500
1 特別事業積立金（周年事業など） 3,500

4 前期末未払金 80
5 次年度繰越金 18,162

合　　計 30,359

単位：千円

単位：千円単位：千円 貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
0 預貯金 72,317 0 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用）

0 普通預金（京都銀行） 62,294 0 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など）

0 定期預金（京都銀行） 10,023
負　債　合　計 0

積立金・繰越金
0 周年事業積立金 54,156

0 次期繰越金 18,162

積立金・繰越金　合　計 72,317
資　産　合　計 72,317 負債・積立金・繰越金合計 72,317

自 2017 年 4 月 1 日　至 2018 年 3 月 31 日

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 61,457 1 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

1 普通預金 10,397 2 前受金（受取っているが次年度の会費収入など） 0
2 定期預金 51,060

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 長期運営積立金 51,060
2 次期繰越金 10,,397

 

積立金・繰越金　合　計 61,457
資　産　合　計 61,457 負債・積立金・繰越金合計 61,457

自 2017 年 4 月 1 日　至 2018 年 3 月 31 日
貸 借 対 照 表

資　産　の　部 負　債　の　部
款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額

1 預貯金 61,924 1 未払金 0

1 普通預金
（三菱ＵＦＪ銀行、りそな銀行、ゆうちょ銀行） 10,739 2 前受金 0

2 定期預金
（三菱ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行） 51,185

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 長期運営積立金 51,185 
2 次期繰越金 10,739

積立金・繰越金　合　計 61,924
資　産　合　計 61,924 負債・積立金・繰越金合計 61,924

自 2017 年 4 月 1 日　至 2018 年 3 月 31 日
貸 借 対 照 表

資　産　の　部 負　債　の　部
款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 1 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

1 普通預金（銀行名） 147,030 2 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など） 0
2 定期預金（銀行名）

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 周年事業積立金 139,754

2 次期繰越金 7,276

積立金・繰越金　合　計 147,030
資　産　合　計 147,030 負債・積立金・繰越金合計 147,030

資産の部 負債の部
大学預託金 308,121,107 予納金（'17 年度前受金） 50,420,000
　預託現金（普通預金） 55,875,663
　定期預金 252,245,444

小  計 50,420,000
積立金・剰余金の部

特別事業積立金 38,554.343
事業拡大積立金 115,289,014
施設設備拡充積立金 54,068,858
危機管理積立金 44,333,229

　繰越金 5,455,663
小  計 257,701,107

合計 308,121,107 合  計 308,121,107

自 2017 年 4 月 1 日　至 2018 年 3 月 31 日

2016年度　貸借対照表
2017 年 3 月 31 日　現在

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
現金預金 11,054

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 次期繰越金 3,612
2 積立金 7,442

 
積立金・繰越金　合　計 11,054

資　産　合　計 11,054 負債・積立金・繰越金合計 11,054

自 2017 年 4 月 1 日　至 2018 年 3 月 31 日

単位：千円 単位：千円単位：千円単位：千円

単位：円

単位：千円 単位：千円単位：千円単位：千円

単位：円

2017年度　国際文化学部同窓会　決算
自 2017 年 4 月 1 日　至 2018 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 9,885
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 0
3 その他収入 ( 含・預金利息） 0
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 77,200

合　　計 87,085
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 4,552

1 広報費（資料印刷・発送費など） 205
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 4,347

2 運営費 1,561
1 通信費（電話・郵便など） 328
2 旅費交通費（出張費） 188
3 会合費（役員会など） 230
4 寄付・援助費（例：女子会などへの支払） 815
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 0

3 積立金繰入 0
1 ○○積立金（周年事業など） 0

4 次年度繰越金 80,971
合　　計 87,085

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
0 預貯金 80,971 0 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

0 普通預金（銀行名）  80,971 0 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など） 0
0 定期預金（銀行名）

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

0 周年事業積立金 0
0
0 次期繰越金 80,971

積立金・繰越金　合　計 80,971
資　産　合　計 80,971 負債・積立金・繰越金合計 80,971

自 2017 年 4 月 1 日　至 2018 年 3 月 31 日

単位：千円

単位：千円

日時：10月27日（土）
　　  昼の部  14時開演
　　  夜の部  18時開演
会場：堂島エルセラーンホール
入場料：全席指定3,500円
　　（前売・当日同料金）
チケットお取り扱い：㈱SOMEJI
TEL  06-7850-8848
E-mail:hayashiya@somejirakugo.com

林家染二独演会
（85年法卒）
家族愛に満ち溢れた

「妾馬」と
林家のお家芸「不動坊」。
是非ともご来場ください。

経済学部同窓会

法学部同窓会

日時：11月17日（土）13：30 ～ 17：45（受付13：00 ～）
場所：龍谷大学響都ホール校友会館 大ホール（京都アバンティ９階）
対象：全校友生
スケジュール
第1部 基調講演会 テーマ「経営のプロが伝えるグローバルビジネスを
とらえる力（予定）」
ビジネスコンサルタント　安

やすなが 

永雄
ゆうげん

玄氏 
第2部 経済同窓生によるパネルディスカッション（校友の企業人×経済
学部学生×経済学部教員）
第3部 懇親会：マリアージュグランデ（京都アバンティ７階）

日時：11月3日（土）18：00 ～ 20：00（受付17：30 ～）
場所：京都タワーホテル（JR京都駅前）
内容：恩師・同窓生との懇談。大抽選会を実施。
参加費：一人1,500 円（未就学児は無料、小学生は1名まで無料）
※詳細は、法学部同窓会HP でご確認ください。
http://www.ryukoku-law.com/

「第3回ビジネス・ミーティング in 響都ホール校友会館」

「第12回リユニオン」

国際文化学部同窓会
「卒業生・恩師のつどい」

公式LINEアカウントを開設しました！
各種イベントの案内や報告、同窓生の活躍、また母校のトピッ
ク等をお届けします。ぜひ、友だち登録してみてください。

経営学部
新同窓会長に
米
よ ね

田
だ

 禎
よ し た か

孝さん
（72年経営卒）
就任

法学部
新同窓会長に
成
な り ま つ

松 重
し げ と

人さん
（87年法卒）
就任

日時：11月3日（土）　総　会　11：30 ～ 12：00（予定）
　　　                  つどい　13：00 ～ 15：00（受付12：30 ～）
場所：深草キャンパス 総　会　和顔館4階会議室
　　　                  つどい　紫英館6階グリル
参加費：1,000円（小学生以下無料）
詳細は、既に同窓生の皆様へ個別郵送している案内状でご確認く
ださい。

「政策学部同窓会 定期総会」
日時：11月17日（土） 14：00 ～ 15：00
場所：深草キャンパス　和顔館4階会議室3　参加費：無料

「社会人と学生が「政策」で繋がるキャリアシンポジウム」
日時：12月1日（土）  14：00 ～ 17：00
場所：深草キャンパス　参加費：無料
問い合わせ先：ryukoku.al@gmail.com
詳細は、政策学部同窓会HPで随時公開します。
政策学部同窓会HP https://www.ryusei-al.com/

政策学部同窓会

経営学部同窓会

“百聞は一見に如かず”試しに一度参加してみては？
懐かしい友人に会えるかも……

日時：11月11日（日）受付17：45　開宴18：00
会場：京都タワーホテル ６Ｆ
参加費：1,000円（29歳まで）　2,000円（30 ～ 39歳まで）
 3,000円（40歳以上）　詳しくは同窓会ＨＰ参照

「卒業生の集い」

日時：11月11日（日）開場14：30　開演15：00
場所：龍谷大学響都ホール 校友会館
出演：龍谷大学OB・OG（黄トマ・軽音・ジャズ研・吹奏楽部）
ゲスト：吹奏楽部クラリネットアンサンブル（２年連続金賞）
入場料：無料・学部問わず一般の方も大歓迎

「龍谷大学校友音楽祭 in 響都ホール校友会館」

　5月5日18時半より、40歳未満の
校友を対象に、情報交換とネット
ワークを広げる場として河原町四条
の五十松にて開催しました。

「若手の会 in 京都」
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日　程 区　　分 イベント内容 場　所

10月７日（日） 矯正・保護支部（ぎんなん会） 総会・研究会 深草キャンパス

10月16日（火） 熊本県支部 総会・懇親会 熊本市・熊本ホテルキャッスル

10月20日（土） 大阪・中央支部 第8回本町音楽祭in北御堂（クラシック・ジプシー音楽・他） 大阪市・本願寺津村別院（北御堂）

10月20日（土） 愛知県支部 龍Ron小町 テーブルマナー講座付ランチ 名古屋市・ラ・スースANN

10月20日（土） 南カリフォルニア支部 物故会員追悼法要 ガーデナ市・ガーデナ仏教会

10月20日（土） 法曹支部 総会・懇親会 深草キャンパス：紫英館６階グリル

10月21日（日） 福岡県福岡支部 交流会 福岡市・平和楼天神本店

10月27日（土） 校友会本部 ホームカミング・デー 瀬田キャンパス

11月3日（土） 校友会本部 校友総会、龍谷賞贈呈式 深草キャンパス：顕真館

11月3日（土） 校友会本部 ホームカミング・デー 深草キャンパス

11月3日（土） 法学部同窓会 リユニオン 京都市・京都タワーホテル

11月3日（土） 国際文化学部同窓会 卒業生・恩師のつどい 深草キャンパス

11月10日（土） 寝屋川市役所支部（紫友会） 秋の京都散策（吉田山～真如堂・金戒光明寺～聖護院門跡） 京都市

11月11日（日） 三重県支部 秋の懇親旅行 和歌山県・那智勝浦方面

11月11日（日） 経営学部同窓会 校友音楽祭in響都ホール校友会館 京都市・龍谷大学響都ホール　校友会館

11月11日（日） 経営学部同窓会 卒業生の集い 京都市・京都タワーホテル

11月15日（木） ハワイ支部 総会・懇親会 ホノルル市・仏教研究所

11月16日（金） 士業・専門職グループ（龍志会） 士業ミーティングフォーラム 深草キャンパス

11月17日（土） 経済学部同窓会 第3回ビジネス・ミーティングin響都ホール校友会館 京都市・龍谷大学響都ホール　校友会館

11月17日（土） 政策学部同窓会 政策学部同窓会定期総会 深草キャンパス

2018年度下半期校友会スケジュール　〈予定〉

支
部
の
活
動（
報
告
）

和
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山
県
・
海
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田
支
部

第
８
回
林
家
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二
の
お
寺
で
落
語
会

ハ
ワ
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支
部
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・
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島
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交
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部

「
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座
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神
戸
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「
神
戸
モ
ダ
ン
塾
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京
都
市
支
部

暑
気
払
い
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
２
０
１
８

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

シ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ・
O
G
会

サ
ッ
カ
ー
部
創
部

50
周
年
記
念
行
事

大
阪
・
北
大
阪
支
部

「
茨
木
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

矯
正
教
化
支
部
（
桐
友
会
）

施
設
参
観
と
第
２
回
研
修
会

　

５
月
12
日
、
新
築
の
心
光
寺

（
初
島
町
）
の
本
堂
に
林
家
染

二
師
匠
を
お
招
き
し
た
落
語
会

に
は
、
檀
家
や
地
域
の
方
々
が

70
名
以
上
お
集
ま
り
に
な
り
ま

し
た
。
染
二
師
匠
と
社
中
の
皆

様
に
舞
台
を
賑
々
し
く
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
時
間

を
共
有
し
親
交
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
支
部
長　

田
井
伸
幸
）

　

３
月
８
日
の
龍
谷
B
S
C

春
季
セ
ミ
ナ
ー
は
、
龍
谷
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
長
の
藤
丸

要
先
生
よ
り
「
日
本
に
お
け
る

華
厳
教
学
受
容
と
展
開
」
と
題

し
て
ご
講
師
を
賜
り
ま
し
た
。

藤
丸
先
生
と
ご
家
族
を
囲
ん
だ

歓
迎
会
に
は
30
～
80
代
の
会
員

の
参
加
が
あ
り
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
事
務
局
長　

北
條
朋
）

　

２
月
10
日
、
登
世
岡
浩
治
氏

（
52
年
文
卒
）
を
講
師
に
、
被
爆

体
験
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
、
弟
さ
ん
の
死
や
被

爆
の
実
状
か
ら
、
戦
争
は
再
び

起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
、
核
兵

器
は
絶
対
悪
だ
と
強
く
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。
登
世
岡
氏
の
体
験

談
は
、
昨
年
の
平
和
宣
言
の
一

部
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
（
支
部
長　

神
鳥
誠
）

　
５
月
20
日
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
生
活

文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
「
心
の
講
座
」

は
、
120
名
以
上
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。公く

文も

名な

眞ま
こ
と

氏
（
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
光
照
寺
住
職
）
の
「
隠

れ
た
る
真
宗
門
徒
史
」、
李
相
哲
教

授
の
「
ど
う
な
る
朝
鮮
半
島
！
第

二
弾
」
は
、
質
疑
応
答
も
活
発
で

充
実
し
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
代
を
越
え
た
交
流
の
場
を
め
ざ
し
、

サ
ロ
ン
を
文
化
講
座
に
発
展
さ
せ
て
社
会

の
諸
問
題
、
宗
教
等
に
つ
い
て
、
校
友
や

専
門
家
を
講
師
に
毎
月
第
１
土
曜
日
に
神

戸
別
院
で
行
っ
て
い
ま
す
。
８
月
は
、「
空

き
家
」
に
つい
て
坂
本
政
博
さ
ん
に
、「
親

鸞
聖
人
の
専
修
念
仏
帰
入
」
に
つ
い
て
岡

村
喜
史
師
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
（
支
部
長　

渡
部
惠
子
）

　
６
月
６
日
、ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

ア
京
都
に
お
い
て
60
歳
以
上
対

象
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
が
行
わ
れ
、

49
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
創
部
は
約
62
年
前
。
物

故
者
追
悼
法
要
の
後
の
近
況

報
告
で
は
、今
な
お
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
者
や
指
導
者
、
ク
ラ
ブ
で
結

ば
れ
た
ご
夫
婦
の
姿
も
あ
り
数

十
年
前
を
陶
然
と
思
い
出
し
、

現
役
選
手
へ
の
応
援
と
２
年
後

の
再
会
を
約
束
し
て
散
会
し

ま
し
た
。　
　

  （
観
山
哲
州
）

　
８
月
12
日
、
南
大
日
グ
ラ
ン
ド

で
創
部
50
周
年
記
念
行
事
を
行

い
ま
し
た
。
現
役
学
生
の
試
合

や
Ｏ
Ｂ
の
交
流
戦
、
メ
ル
パ
ル
ク

京
都
で
は
懇
親
会
を
行
い
、
67

名
の
方
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。

創
部
時
の
立
ち
上
げ
の
話
や
、

各
年
代
の
思
い
出
話
で
皆
様
楽

し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
55
周
年

記
念
も
や
り
ま
し
ょ
う
と
の
話
が

あ
が
り
ま
し
た
。  （
宮
城
真
二
）

　

７
月
16
日
、
京
都
タ
ワ
ー
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

で
初
め
て
の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
、

近
隣
支
部
や
学
部
同
窓
会
も
含
め
35
名
が

集
ま
り
、
ビ
ー
ル
も
進
む
楽
し
い
会
と
な
り

ま
し
た
。
寺
社
の
特
別
拝
観
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
観
覧
に
加
え
、
恒
例
行
事
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。〝
２
０
１
９
〟で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。（
副
事
務
局
長　

中
﨑
憲
和
）

　

６
月
10
日
の
小
雨
降
る
中
、
恒
例
の

『
第
14
回
紫
松
会
in
甲
子
園
!!
』
を
他

支
部
の
方
々
と
開
催
し
ま
し
た
。
ロ
ッ

テ
の
応
援
に
負
け
じ
と
お
酒
を
力
に
変

え
て
の
声
援
も
む
な
し
く
、
六
甲
颪
の

合
唱
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年

も
校
友
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。  （
副
支
部
長　

三
島
仁
志
）

　
７
月
28
日
、
支
部
設
立
か
ら
続
け
て
い
る

「
茨
木
フェス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

６
月
18
日
の
大
阪
北
部
地
震
で
被
災
さ
れ
た

方
や
子
供
達
に
も
元
気
を
取
り
戻
し
て
も
ら

お
う
と
、
模
擬
店
で
は
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
メ
ダ

カ
販
売
な
ど
を
行
い
、
６
名
の
卒
業
生
も
訪

ね
て
く
れ
ま
し
た
。（
支
部
長　

浅
井
純一）

　

８
月
29
日
・
30
日
、
14
人
で
近
未
来

の
刑
務
所
と
言
わ
れ
る
「
島
根
あ
さ
ひ

社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
」
を
参
観
し
、

大
川
哲
次
先
生
を
講
師
に
「
受
刑
者
の

改
善
更
生
と
社
会
復
帰
」
に
つ
い
て
議

論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
有
福
の
善
太
郎

ゆ
か
り
の
浄
光
寺
に
も
参
拝
。
今
後
の

矯
正
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。　
　
　
（
事
務
局
長　

巖
水
法
乗
）

日　程 区　　分 イベント内容 場　所

11月24日（土） 校友会・京都市支部 龍谷大学「心の講座」〈第一講〉梯信暁氏　〈第二講〉森田真生氏 京都市・龍谷大学響都ホール　校友会館

11月24日（土） 矯正・保護支部（ぎんなん会） 龍Ron小町立ち上げ準備会 深草キャンパス

12月1日（土） 政策学部同窓会 社会人と学生が「政策」で繋がるキャリアシンポジウム 深草キャンパス

12月7日（金） 職業会計人グループ（RAS） 意見交換会・講演会・個別相談会・現役生との交流会 深草キャンパス

12月22日（土） 学校園教員支部（教龍会） 総会・学習会・懇親会 深草キャンパス：和顔館

1月19日（土） 北カリフォルニア支部 総会・懇親会 サンノゼエリア

1月23日（水） 南カリフォルニア支部 総会・懇親会 ガーデナシティ・ガーデナ仏教会

2月9日（土） 大阪・中央支部、紫松会 龍大落語会 大阪市・天満天神繁昌亭

2月15日（金） 東京支部 新会員歓迎会＆文化のつどい『築地寄席』 中央区・築地本願寺第一伝道会館

2月16日（土） 矯正・保護支部（ぎんなん会） 研究会・懇親会 深草キャンパス

2月23日（土） 広島県支部 異業種交流会＆女子会 広島市

3月14日（木） 大学・短大 卒業式（文・済・営・法・国・政・短） 深草キャンパス

3月14日（木） 各学部同窓会 新入会員歓迎祝賀会（文・済・営・法・国・政・短） 各学部により異なります

3月14日（木） 法学部同窓会 総会 京都・東急ホテル

3月15日（金） 大学・大学院 卒業式・修了式（理工・社・農・各研究科） 瀬田キャンパス

3月15日（金） 各学部同窓会 新入会員歓迎祝賀会（理工・社・農） 各学部により異なります

3月16日（土） 大学院 修了式（文・済・営・法・国・政・各研究科） 深草キャンパス

3月16日（土） 各学部同窓会 新入会員歓迎祝賀会（文・済・営・法・国・政・各研究科、実践真宗学） 深草キャンパス・22号館地下食堂

3月初旬 ハワイ支部 龍谷BSC春季セミナー講師との懇親会 ホノルル市

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
支
部（
紫
松
会
）

「
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
応
援
ツ
ア
ー
」

『
海
を
渡
っ
た

　
　

鯨
組
の
子
孫
た
ち
』

土
屋
康
夫
（
74
年
経
済
卒
）

四
六
判
２
４
０
頁
・
ゆ
い
ぽ
お
と

１
︐６
０
０
円
＋
税 

18
年
3
月
10
日
発
行

『
小
樽
志
民

　

運
河
保
存
運
動
の
市
民
力
』

石
井
伸
和
（
78
年
経
済
卒
）

Ｂ
６
判
２
３
７
頁
・
社
会
評
論
社

２
︐３
０
０
円
＋
税 

18
年
４
月
18
日
発
行

『
よ
く
生
き
、

　
よ
く
死
ぬ
た
め
の
仏
教
入
門

　
―「
神
仏
和
合
」の

　
　

  

修
験
道
な
ら
で
は
の
智
恵
』

田
中
利
典
（
79
年
文
卒
）

金
峯
山
修
験
本
宗
総
本
山
金
峯
山
寺
長
臈

新
書
判
１
９
０
頁
・
扶
桑
社
新
書

８
５
０
円
＋
税 

18
年
５
月
１
日
発
行

『
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
時
間
管
理
術
』

吉
松
隆
（
91
年
文
卒
）

四
六
判
１
６
０
頁
・
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
出
版

１
︐２
０
０
円
＋
税 

17
年
12
月
25
日
発
行

校
友
の
著
書

日時：11 月３日（土）13 時～
会場：大宮学舎清和館３階大ホール
会費：5 千円（祝賀懇親会を開催します）
〈主催・連絡先〉 龍谷大学広告研究会OB会・創部50年祭実行委員会事務局
〒536-0008 大阪市城東区関目１丁目 19-2（島岡呉服店内）
電話 090-8213-7710（島岡秀行 携帯）
メールアドレス　shimaoka.gofuku@hop.ocn.ne.jp

キミの、あなたの、龍谷大学広告研究会！ 
創部５０年祭で、待ってます！
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国際学部教授
世界仏教文化研究センター長

久松　英二

久
松
　
英
二（
ひ
さ
ま
つ
　
え
い
じ
）

57
年
長
崎
県
生
ま
れ
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学
大
学
院
神
学
専
攻（
博
士
課
程
）修

了（
神
学
博
士
）。10
年
龍
谷
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
と
し
て
着
任
。14

年
度
か
ら
国
際
文
化
学
部
長
、国
際
学
部
長
を
2
期
4
年
務
め
、本
年
4
月

1
日
、世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
。専
門
は
ギ
リ
シ
ア
正
教

神
秘
思
想
。単
著
：G

regorios Sinaites als Lehrer des 
G

ebetes

（
ド
イ
ツ
）、『
祈
り
の
心
身
技
法
―
14
世
紀
ビ
ザ
ン
ツ
の
ア
ト
ス

静
寂
主
義
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会・キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
学
術
奨
励
賞
）、

『
ギ
リ
シ
ア
正
教
　
東
方
の
智
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
）。編
著:『
多
文
化

時
代
の
宗
教
論
入
門
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）。翻
訳
：
ル
ー
ド
ル
フ・オ
ッ
ト

ー『
聖
な
る
も
の
』（
岩
波
文
庫
）の
ほ
か
、ラ
テ
ン
語
、ギ
リ
シ
ア
語
、コ
プ

ト
語
古
代
文
献
の
翻
訳
が
あ
る
。

検
討
す
る
研
究
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
ら
、
龍
大
の

国
際
文
化
学
部
が
「
比
較

宗
教
思
想
」
の
担
当
者
を

公
募
し
て
い
る
と
い
う
情

報
を
得
て
、
な
ん
の
コ
ネ

も
な
く
応
募
し
た
ら
、
あ

り
が
た
く
も
採
用
と
な
り

10
年
か
ら
奉
職
と
な
っ
た

次
第
で
す
。
仏
教
系
大
学

で
あ
れ
ば
、
宗
教
科
目
担

当
者
は
仏
教
学
者
を
採
用

す
る
の
が
常
識
で
し
ょ
う

が
、
龍
大
は
キ
リ
ス
ト
教

神
学
者
を
採
用
し
た
の
で

す
。
な
ん
と
い
う
懐
の
深

さ
！

親
鸞
聖
人
の
教
え
に
共
感

　

あ
れ
か
ら
八
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
学
内
外
で
挙
行

さ
れ
る
仏
教
儀
式
に
親
し

む
よ
う
に
な
り
、『
真
宗
宗

歌
』
や
『
恩
徳
讃
』
を
そ
ら

ん
じ
、『
四
弘
誓
願
』
と
い

う
仏
教
讃
歌
の
チ
ャ
イ
ム

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
体
に
染

み
付
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
学
内
外
の
優
れ
た
仏
教

学
者
や
真
宗
学
者
と
親
交

を
深
め
る
こ
と
で
、
仏
教
学

へ
の
関
心
そ
し
て
龍
谷
愛

は
ま
す
ま
す
高
ま
る
ば
か

り
で
す
。
特
に
阿
弥
陀
如
来

の
本
願
力
に
助
け
ら
れ
て
、

自
己
中
心
的
な
も
の
の
見

方
か
ら
脱
却
し
、
中
心
を
向

こ
う
側
の
如
来
の
ま
な
ざ

し
に
置
き
換
え
よ
と
説
く

親
鸞
聖
人
の
御
教
え
は
、
知

れ
ば
知
る
ほ
ど
深
く
共
感

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

今
の
私
の
思
い
は
た
だ

一
つ
。
龍
大
か
ら
与
え
ら
れ

て
い
る
絶
大
な
る
恩
恵
に

少
し
で
も
報
い
る
た
め
に
、

龍
大
の
た
め
な
ら
、
ど
ん
な

仕
事
で
も
喜
ん
で
や
る
。
そ

れ
だ
け
で
す
。

東
大
路
通
り
の
八
坂
神
社

前
を
少
し
北
へ
上
が
っ
た
と

こ
ろ
、
知
恩
院
道
の
向
か
い

側
に
「
わ
し
ょ
く
宝
来
」
は

あ
り
ま
す
。
格
子
戸
を
入
る

と
、
笑
顔
で
迎
え
る
宝
来

剣
太
さ
ん（
06
年
文
卒
）。
祇

園
の
名
店
ひ
し

め
く
中
に
あ
っ

て
、
こ
の
入
り

や
す
さ
、
気
安

さ
は
宝
来
さ
ん

の
雰
囲
気
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
独
立
し

て
ま
だ
２
年
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
人

気
店
で
す
。

お
店
に
入
る

と
独
特
の
カ
ウ
ン

タ
ー
、
旬
の
食
材

の
メ
ニ
ュ
ー
が
書

か
れ
た
黒
板
が

目
に
入
っ
て
き
ま

す
。
カ
ウ
ン
タ
ー

席
に
座
れ
ば
宝

来
さ
ん
の
包
丁
さ

ば
き
や
盛
り
付
け
、
仕
上
げ

を
す
る
真
剣
な
姿
が
見
ら
れ

ま
す
。「
手
元
が
見
ら
れ
る
の

も
楽
し
い
と
思
って
」
と
宝
来

さ
ん
。

学
生
時
代
は
仏
教
学
を

学
び
芳
村
博
実
先
生
の
も
と

で
法
然
に
つ
い
て
研
究
。
４

年
間
続
け
た
ア
ル
バ
イ
ト
で

は
、
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
と
し
て

働
き
ま
し
た
。
勉
強
と
ア
ル

仏
教
に
学
ぶ

編
集
後
記

わしょく
宝

ほ う

 来
ら い

異
例
の
人
事
の
中
で

　

こ
の
４
月
か
ら
、
私
は
15

年
度
に
本
学
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
「
世
界
仏
教
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
」
の
セ
ン
タ
ー
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
昨

年
12
月
に

入
澤
崇
学

長
か
ら
セ
ン

タ
ー
長
就

任
を
打
診

さ
れ
た
と
き

は
、
さ
す
が

に
冗
談
か
と
思
い
ま
し
た
。

何
し
ろ
、
私
は
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
で
あ
り
、
専
門
は
キ
リ

ス
ト
教
神
学
で
す
の
で
、
仏

教
系
大
学
と
し
て
は
と
ん
で

も
な
い
異
例
の
人
事
措
置
で

す
か
ら
。
し
か
し
、
仏
教
研

究
の
国
際
的
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
形
成
と
い
う
本
セ
ン
タ
ー

の
目
的
を
実
現
す
べ
く
、
国

内
外
の
大
学
・
研
究
機
関
と

協
力
し
て
、
研
究
者
・
仏
教

者
・
宗
教
者
と
の
相
互
交
流

と
対
話
を
促
進
す
る
開
か
れ

た
仏
教
研
究
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
打
ち
出
す
た
め
の
措
置

で
あ
る
と
の
学
長
の
思
い
と

熱
意
に
心
打
た
れ
、
こ
の
重

責
を
お
引
き
受
け
し
た
次
第

で
す
。

　

特
に
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

セ
ン
タ
ー
長
を
お
引
き
受
け

し
た
私
の
主
た
る
任
務
は
、

来
年
度
に
控
え
る
龍
谷
大
学

創
立
３
８
０
周
年
の
記
念
行

事
と
し
て
開
催
予
定
の
「
世

界
宗
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
計
画・

実
施
に
中
心
的
に
参
画
す
る

こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
記
念

行
事
を
起
点
と
し
て
、
セ
ン

タ
ー
の
設
立
趣
旨
で
あ
る
仏

教
研
究
の
世
界
的
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
づ
く
り
の
具
体
化
へ
と

つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

非
力
な
が
ら
、
精
一
杯
頑
張

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
の
二
つ
の
流
れ

　

と
こ
ろ
で
、
私
の
専
門
は

「
東
方
正
教
会
の
神
秘
思

想
」
で
す
。
全
世
界
の
キ

リ
ス
ト
教
は
「
西
方
キ
リ

ス
ト
教
」
と
「
東
方
キ
リ

ス
ト
教
」
に
大
別
さ
れ
ま

す
。
前
者
は
４
世
紀
末
に
東

西
に
分
割
さ
れ
た
ロ
ー
マ
帝
国

の
う
ち
西
ロ
ー
マ
帝
国
の
キ
リ

ス
ト
教
の
伝
統
を
、
後
者
は

東
ロ
ー
マ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
伝

統
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
、
現

在
、
西
方
キ

リ
ス
ト
教
に

該
当
す
る

伝
統
的
宗

派
は
カ
ト
リ

ッ
ク
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト

諸
派
お
よ
び

聖
公
会
で
す
。

　
一
方
、
東
方
キ
リ
ス
ト
教

は
さ
ら
に
二
つ
に
大
別
さ
れ
、

多
数
派
を
占
め
る
の
が
「
カ

ル
ケ
ド
ン
公
会
議
」（
４
５
１

年
）の
教
理
を
受
け
入
れ
る
グ

ル
ー
プ
、
す
な
わ
ち
カ
ル
ケ
ド

ン
派
の
東
方
キ

リ
ス
ト
教
で
、

こ
れ
が
「
東
方

正
教
会
」
と

呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。
ロ
シ
ア

正
教
と
か
セ
ル

ビ
ア
正
教
な
ど

が
こ
れ
に
属
し

ま
す
。
そ
れ

以
外
の
東
方
キ

リ
ス
ト
教
、
つ

ま
り
「
非
カ
ル
ケ
ド
ン
派
」

の
東
方
キ
リ
ス
ト
教
は
通
常

「
東
方
諸
教
会
」
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
例
え
ば
コ
プ
ト
教

会
と
か
ア
ル
メ
ニ
ア
教
会
な
ど

が
こ
れ
に
属
し
ま
す
。

不
可
分
な
精
神
と
肉
体

　

東
方
正
教
会
の
神
秘
思
想

を
研
究
し
て
い
く
う
ち
に
、

私
は
西
方
キ
リ
ス
ト
教
に
は

見
ら
れ
な
い
東
洋
的
な
要

素
、
特
に

禅
や
ヨ
ー

ガ
の
実
践

に
見
ら
れ

る
よ
う
な

瞑
想
に
お

け
る
姿
勢

や
呼
吸
へ

の
特
別
な

関
心
及
び

思
念
の
滅

却
と
徹
底

的
な
内
的

静
寂
の
追
求
、
精
神
と
肉
体

が
不
可
分
的
に
相
関
し
て
い

る
と
い
う
発
想
が
、
東
方
正

教
会
で
は
決
定
的
な
役
割
を

演
じ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
よ

う
に
な
り
ま
し
て
、
そ
こ
か

ら
、
各
宗
教
の
教
義
の
違
い

を
超
え
て
、
そ
れ
ら
を
通
底

さ
せ
る
普
遍
的
領
域
は
神
秘

思
想
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

の
思
い
に
至
り
、
学
位
取
得

後
は
神
秘
思
想
の
側
面
か
ら

宗
教
間
対
話
の
可
能
性
を

バ
イ
ト
の

両
方
を
成

し
遂
げ
る

た
め
に
工

夫
し
努
力

し
た
こ
と

で
成
長
で
き
た
と
言
い
ま

す
。
卒
業
後
、就
職
し
た
お

ば
ん
ざ
い
の
有
名
店
「
石
塀

小
路
豆
ち
ゃ
」で
10
年
間
修

業
し
、
そ
の
う
ち
５
年
間
は

料
理
長
を
任
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
そ
こ
で
学
ん
だ
「
掃

除
、
身
の
回
り
の
整
理
整

頓
」
は
い
ま
も
大
切
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

メ
ニュ
ー
は
、
魚
料
理
が
豊

富
で
す
。
こ
の
日
い
た
だ
い
た

香
り
が
五
感
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

毎
朝
、
京
都
市
中
央
卸

売
市
場
へ
行
き
ま
す
。
仕
入

れ
た
食
材
で
メ
ニ
ュ
ー
は

変
わ
り
ま
す
が
、
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
良
く
、
居

心
地
が
い
い
の
で
何
度
で

も
通
い
た
く
な
る
お
店
で

す
。
夕
方
５
時

30
分
に
お
店
に

伺
っ
た
ら
す
ぐ

に
満
席
に
な
り

ま
し
た
。
ぜ
ひ

予
約
の
上
、
来

店
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま

す
。

　

本
年
度
よ
り
校
友
会
が
母
校

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
「
卒
業

生
の
就
職
支
援
」に
助
成
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

広
報
部
会
で
は
実
際
ど
の
よ

う
な
支
援
を
し
て
い
る
の
か
、６

月
27
日
に
大
阪
梅
田
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
取
材
に
行
っ
た
。

　

こ
の
日
は
、学
内
合
同
企
業
説

明
会
で
あ
っ
た
。

　

参
加
企
業
の
１
社
は
東
洋
シ

ャ
ッ
タ
ー
で
、社
長
は
校
友
の

岡
田
敏
夫
さ
ん
（
86
年
経
営
卒
）、

他
の
企
業
の
説
明
者
も
校
友
が

２
名
お
ら
れ
、学
生
も
近
親
感
を

持
っ
て
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

７
月
25
日
に
は
、卒
業
生
対
象

の
合
同
企
業
説
明
会
が
開
か
れ
、

毎
月
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
て
い

る
。卒
業
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

就
職
後
、い
ろ
い
ろ
な
問
題
で

退
職
し
た
人
に
心
の
ケ
ア
を
含

め
、個
別
相
談
で
丁
寧
に
対
応
を

し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、校
友
会
が
費
用
以
外
に

支
援
出
来
る
こ
と
は
何
か
。校
友
会

が
持
っ
て
い
る
卒
業
生
情
報
を
活

用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
、校
友
会
報
に
掲
載
す
る

経
営
者
の
取
材
に
初
め
て
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
課
長
に
同
席
し

て
も
ら
っ
た
。

　

ユ
ー
シ
ー
シ
ー
フ
ー
ヅ
社
長
・

川
久
保
則
志
さ
ん
と
、シ
ー
ト
リ

ッ
プ
日
本
グ
ル
ー
プ
代
表
・
蘇

俊
達
さ
ん
。ど
ち
ら
も
す
ぐ
に
人

事
担
当
者
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

　

前
号
で
も
感
じ
た
が
、経
営
者

は
掛
け
値
な
し
に
母
校
の
後
輩

の
入
社
を
願
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
校
友
会
が
、大
学
と
企

業
と
の
橋
渡
し
と
な
る
支
援
か

ら
始
め
て
い
き
た
い
。

（
米
田
）

の
は
、
鰹
、
白

ば
い
貝
、
鱧
、

鮎
、ぐ
じ
（
甘

鯛
）、鰯
。
料

理
を
引
き
立

た
せ
る
日
本

酒
や
ワ
イ
ン
の
チ
ョ
イ
ス
は
、

お
客
様
の
好
み
や
料
理
に
合

う
も
の
を
宝
来
さ
ん
が
厳

選
し
ま
す
。

前
菜
か
ら
デ

ザ
ー
ト
ま
で

目
の
前
で
繰

り
広
げ
ら
れ

る
包
丁
さ
ば

き
、
食
材
の

旨
み
、
新
鮮

さ
、
食
感
や

旬
の
食
材
の

旨
み
を
味
わ
う

若
大
将
の
わ
し
ょ
く

わしょく宝来
〒607-0062 京都市東山区東大路通新橋上ル林下町 438
　京都市営地下鉄東西線「東山駅」から徒歩 5 分
　TEL 075-561-2834
営業時間　17 時～ 23 時 ( 最終入店 22 時 )
定休日　日曜日 ( 月 1 回不定休 )
https://m.facebook.com/wasyokuhourai/

宝来剣太さん

ぐじの焼きもの

鰯とショウガの炊き込みご飯

初期キリスト教
（初代協会）

東西教会の分裂
11世紀

ウィクリフ・フスらの運動
（14-15世紀）

（非直接的な系譜を主張）キリスト教の主要諸教派の概略

東方諸協会

復興主義
アナパブテスト
プロテスタント
聖公会

東方典礼カトリック教会
正教会（ギリシャ正教）
非カルケドン派

アッシリア東方教会

宗教改革
（16世紀）

エフェソス公会議（431）

カルケドン公会議（451）

西方教会西方教会

東方教会東方教会

カトリック教会
（ローマ・カトリック）
カトリック教会

（ローマ・カトリック）

ウィキペディアの「キリスト教の主要諸教派の概略」

親鸞聖人の肖像画 
「安城御影副本」（国宝／西本願寺蔵）

トルコ・イスタンブールの世界遺産アヤ
ソフィアのイエスの壁画（イスラムのモス
クになる前はキリスト教寺院だった。）

宗
教
の
違
い
を
超
え
て

―
仏
教
と
東
方
キ
リ
ス
ト
教
―

日時：11 月 3 日（土）13：00 ～ 16：00 
場所：龍谷大学深草キャンパス内にて。（当日は深
草でのホームカミングデー）相談室は当日、掲示予定。
担当：龍大卒の税理士（近畿税理士会所属会員）
予約：相談は原則、事前予約とさせていただきます。
連絡先（事務局）：尾崎春樹税理士事務所
　　　　　　　　　　　（TEL 075-645-1601）

第8回龍谷大学校友会
無料税務相談室の開設

8 月で 2 周年

トマトのお浸し

鱧 なす ずいきのお椀


